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大分県豊後大野市緒方盆地は水田耕作を生業とした農村集落 であり,
盆地特有の地形により独自の景観を形成している 。

⇨重要文化的景観として保護しようとする取り組みが行われている

文化的景観を継承するには,集落構成や風土、人々の生活・生業と,
景観を構成する要素の関係を理解し,保全に努めることが重要である

緒方盆地の生活・生業と集落構成や生活空間の関係を把握し,
文化的景観の特性を明らかにすることを目的とする

研究の背景と目的



2.研究の方法

緒方盆地全体の集落構成の特徴や地理的特性を把握するため,
資料文献調査・ヒアリング調査を行う

その中でも特に特徴を持つ地区について,集落構成・生活空間特性と
生活・生業との関係を明らかにするため,住民へのヒアリング調査を行う



3.対象地

豊後大野市景観計画より,「緒方盆地文化的景観」として定められている

大分県豊後大野市緒方盆地

緒方盆地にある複数の集落から,盆地特有の地形と集落の関係が顕著に表れている
上自在地区を対象とする

15地区

野尻



1662年緒方上井路が開通⇨井路沿いに集落が形成された

4.対象地の歴史

緒方上井路

緒方下井路

河川から井路に水を取り込み,下流の田に灌漑用水を送る

1914年富士緒井路が丘陵上に開通
⇨山地での水田耕作が可能になり,棚田が形成された



地形は阿蘇火砕流堆積物により形成され,柔ら
かく加工しやすい溶結凝灰岩に覆われている

5.地理的特性と集落構成

石風呂 石橋

新田（シンタ）
1914年富士緒井路開通後,
傾斜地に開かれた田

古田（コタ）
富士緒井路開通以前からある田

元は宅地や畑
1662年 緒方上井路通水
⇨上井路より山手側に住居が移される

緒方川の侵食により形成された河岸段丘上に井路を引き込み,水田耕作がなされてきた

緒方川の両岸には水田が広がり,山際に井路と住居が立地

水田
水田

新田
古田

⇨岩壁に石風呂,横穴墓,
緒方川や井路に石橋が設けられている

緒方の米を使用
した酒造が2軒
営まれている
（下自在地区）

地域の風土を説明するために重要な要素



6.上自在地区の集落構成

「五千石祭」,「川越し祭り」といった
五穀豊穣を願う祭事が行われる

1914年富士緒井路開通以前は,岡大豆,桑などの畑であった
→富士緒井路開通後は新田（シンタ）となる
→1965年頃の減反政策により,畑となる

水車での灌漑も減反政策により減少し,上自在地区では観光用の水車のみ残っている。
現在,上井路より下流の田でのみ水田耕作がなされている

年に２回「お接待」が行われる

上井路より山手側で水車を利用した水田耕作を行っていた

三ノ宮八幡社

弘法大師像

水車

水車で灌漑をしていた田

水車

水車で灌漑をしていた田

三ノ宮八幡社 弘法大師像
⇨組合ごとに定められた係の住民により管理されている



7.生活空間特性

緒方盆地の農家住宅は,山際の斜面地に建っている

掘削のしやすい斜面地を活かし,「落としごんや（二層式の牛舎・堆肥舎）」が
建てられている

・1965年頃〜農業の機械化により,家畜を飼わなくなる
・圃場整備後,肥料を購入するようになる
⇨現在は倉庫・車庫

「汲ん場」…井路の水汲み場。およそ各住居につき1つ設けられている。

圃場整備以前は,農業だけでなく,生活用水などにも井路の水を利用していた。
現在は農繁期に農具を洗う際などに使われている。

⇨井路は田へ水を運搬するだけでなく,人々の生活用水のためにも利用されてきた
重要なものであり,それを象徴するのが汲ん場である

汲ん場

牛舎で役牛を飼い,糞を堆肥舎へ落として堆肥を作る

牛舎

堆肥舎

（柿の木・シュロ等）

緒方上井路



緒方上井路の開通により井路沿いに集落が立地し,その後の井路の開通や減反政策
により,土地利用や水車などの設備が変化し,現在の緒方盆地の集落が形成された

○集落構成と生活・生業の関係

○生活空間特性と生活・生業の関係

8.総括

上自在地区では、地域住民により「三ノ宮八幡社」が管理さ
れており、五穀豊穣を願う祭事が行われている
⇨三ノ宮八幡社は,地域の生活や生業を支える重要な場である

「汲ん場」は,井路の水を生活用水としても利用するために不可欠であった
⇨井路と汲ん場は住民の生活や生業を支える上で重要なものである

盆地特有の地形を活かし,生業を支える小屋である
「落としごんや」が建てられた


